
若尾 紀夫 (C昭39· 院41)

大正6年の夏休み、 賢治は関豊太郎教授の依頼で
親友（高橋秀松と佐々木又治）と江刺郡土性調査（大
正6年8月28日~9月8 B)に参加し、その後得業
研究に取り掛かった。得業論文の作成をむかえた賢
治は、 本科卒業（大正7年3月15日）後の進路につ

いて迷い決めかねていたところ、関教授の薦めで「地
質土壌 ・ 肥料」研究のため引き続き研究科（大正7
年～大正9年）に残り「岩手県稗貫郡地質及土性調
査」に参加することになる。本稿では、 稗貰郡地質
及土性調査の概要及び賢治がその調査にどのように
関わったか述べる。
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大正5年頃から各府県ごとに実用的価値を目的と
した施肥改善の機運が高まり、またその効果を適切
に応用できる土壌調奇法が個別に始められていた。
岩手県でも大正7年より、郡単位で地質 ・ 士性調壺
と施肥標準調査を実施することになるが、 賢治の故
郷でもある稗貰郡は、 県に頼らず郡独自でその調査
を実地した。

当時の稗貰郡長葛博（注1)は、 農事を根本的に
改善するためには農家が土壌の性状を識り適切な肥
培を行なう必要があるとの考えのもと、 大正6年3
月、郡内の地質及び土性の調査を関豊太郎教授に依
頼し、 3年間(7年~9年）の予定で実施されるこ
とになり、同年4月に関教授は稗貰郡から正式に嘱
託を承けた。

岩手県では、 大正6年、 各郡毎に個別に土性調査
が直接県農事試験場に委託され、一部（注：大正6
年・江刺郡土性調査）では実施されていた。しかし、
大正7年から、それが県の事業となり後に県農試よ
り稗貰郡（注：大正7年 ・ 稗貰郡地質及土性調査）
を除いた県内12郡ごとの土性調査報告書が出された。

当初の調査委員と役割分担は、指導主任の関豊太
郎教授（総括と土性調査）、 神野幾馬助教授（土性

調壺）（注2)、宮澤賢治得業士（地形と地質調査、
士性調査、 林業と地形との関係調査、 土壌分析）、
小泉多三郎助教授（林業と地質との関係調在）（注3)
で、その後（大正8年6月）稗貰郡の嘱託を承けた
林学士武藤益蔵（三）教授（注4)が調介（林業と
地質との関係）に参加した。研究生賢治は主に地形
と地質調査の担当であったが、 関教授と神野助教授
の土性調査 ・ 土壌分析を補助し、更に林学科の小泉
助教授の調壺にも同行 ・ 補助した。

調査結果は、東京西ヶ原農林省農事試験場土性部
に転出（大正9年7月）していた関先生により「岩
手県稗貰郡地質及土性調壺報告書（以下調査報告
書）」（附録：岩手県稗貰郡主要部地質及土性略図1
/75000) (図1)としてまとめられ、 稗貰郡役所か
ら発行された。
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図l 岩手県稗貫郡地質及土性調査報告書

（大正l l年1月）
大正l l年9月15日稗貫郡役所発行

注1 : 明治11年、 盛岡に生れる。稗貫郡長 （大正3
~8年）・ 気仙郡長（大正8年）。盛岡市議(4
期）を務める。弟窮精ーは盛岡中学で賢治の
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同級生で烏類学者として有名。

注2: 明治45年3月、 盛岡高農農学科を卒業（第7

回生）。 大正4年6月26日、農学科第2部（大

正7年に農芸化学科となる） の助教授に任ぜ

られ、 化学 ・ 物理 ・ 農産製造を担当。 大正10

年6月、 九州帝国大学に出向する。

注3: 明治39年、 林学科卒業（第1回生）。 大正4年

助教授「 造林学・森林保護 ・ 樹病」を担当。

大正7年12 月19日に退職、後に盛岡市 長となる。

注4: 明治40年東京帝国大学農科大学林学科卒業、

大正2年盛岡高等農林学校林学科講師「林政

学 ・ 森林管理学森林経理」として就任。 大正

4年教授、 昭和33年3月31日退職。

岩手県稗貫郡地質及び土性調査
( 

関豊太郎教授の序言及び目次と各章の概要

調査報告書は本文107頁（附図 1葉）からなる。

稗貰郡長本正吉三郎の序及び関豊太郎教授の序言に

は、 この調査の目的、 関豊太郎教授に委嘱された経

緯、 調査に携わった人達と役割分担、 調査報告書を

編成した経緯などについて記載されている。 本稿で

は関教授の序言及び調査報告書の目次と各章の概要

を記載した。

序言

大正六年三月稗貰郡長葛博氏ヨリ公務ノ餘暇ヲ以

テ敷年ヲ期シテ郡内ノ地質及土性ヲ調査シ農事改良

二資セムトスルノ希望ヲ容レ、 其年四月嘱託ヲ承ケ

之卜同時二農学得業士神野幾馬及宮澤賢治ノ両氏調

査員トシテ嘱託セラレ著者ノ事業ヲ鞘助スルコト、

ナレリ。宮澤氏ハ同年五月以降治ク郡内山野跛渉シ、

結握勉勘同年ノ終リニ至リテ地質図ヲ完成スルニ至

レリ、 著者ハ自己ノ踏査セル結果二照シ多少之二補

修ヲ加工タリ、 而シテ宮澤氏ノ観察卜著者ガ実地ニ

視察セル事実二基キ本郡地形及地質二関スル記事ヲ

編成シ之ヲ報文ノ第一章トセリ。

義二本郡地質図ノ草案ノ編成半二達スルヤ、 之ヲ

農地ノ土性ヲ調査スル材料二供スルノミニ止メス、

更二進ンテ之二基キテ林地ヲ調在シ地質卜林業トノ

関係ヲ開明シ林業者ノ参考二資スルノ有益ナルヲ感

シ葛氏二諮カリ直二其容ル、所トナリ大正七年七月

林学得業士小泉多三郎氏ノ嘱託セラル、ヲ見ルニ至

レリ、 同氏ハ同年内二於テ敷回郡内ヲ巡回シテ周到

ナル調資ヲ為シ之二関スル報文ヲ提出セリ、 翌年六

月林学士武藤益三氏本郡ノ嘱託ヲ承ケ同年末二至ル

間敷回同郡内ヲ巡回シ至細二視察ヲ遂ケ所感ヲ付シ

テ其結果ヲ報告セリ、 著者ハ此等ノ報告ヲ統合シ少

シク著者ノ意見ヲ加へ両氏卜合議ヲ遂ケ調査書ヲ編

製シ「林業卜地質トノ関係」卜題シ之ヲ第二章トシ

テ報文二登載セリ。

著者ハ大正五年五月ヨリ同九年十二月二至ルノ前

後七回二渉リ土性ヲ調資セリ、 神野氏ハ或ハ著者ト

行ヲ同フシ或ハ獨立シテ一部ノ踏査ヲ行ヒ著者ヲ助

ケテ鋭意本事業ノ進渉ヲ圏レリ、 野外二於テ豫察的

土性圏ヲ調製シ、 観察セル事項ハ野帳二記録シ、 採

集セル土壌約二百五十点中ヨリ、 代表土七十五点ヲ

選出シ之ヲ理化学的試験ノ材料二供セリ。

大正八年三月得業士末永延壽氏嘱託ヲ承ケテ調査

委員トナリ代表土ノ理化学的試験ヲ担当シ、 翌年六

月二至ルマテ盛岡高等農林学校地質学教室二於テ

孜々トシテ分析二従事シ大部分ノ実験ヲ終ハレリ、

同氏ノ他二転職スルヤ得業士高崎巻氏其後ヲ継キ同

年末二於テ残務ヲ完了セリ。

理化学的試験ノ完成スルヤ其成績卜野帳二記録セ

ル事項トニョリ報文ノ終末二添付セル各町村土性調

査成績表ヲ編成シ、 此表ニヨリテ前記予察的土性図

ニ修正ヲ行ヒ地質図卜対照シ両図ヲ併合シ之ヲ縮小

シテ別紙本郡主部地質及土性図ヲ調製セリ、 而シテ

此等ノ材料並二著者ノ見聞及一般ノ学理二照ラシ各

村ノ士性ヲ批判シ併セテ施肥ノ方鍼ヲ考案シ之ヲ収

録シテ第四章トナセリ、 若シ実業者ノー顧スル所ト

ナリ果シテ改良ヲ促カスノ動機トナルヲ得ハ著者ノ

満足之二過サルモノアラン。

翠二報文ノ完成シタルヲ機会トシ、 新旧郡長トシ

テ本調査二対シ各種ノ便宜ヲ与ヘラレタル葛博関廣

治本正吉三郎ノ三氏並二事業ノ開始ヨリ大正八年四

月二渉リテ絶エス著者ノ踏在二伴ヒ事業ノ進捗二協

カセラレタル農学得業士工藤文太郎氏、 及其ノ後ヲ

襲キ事業ノ終末二至ルマテ実地調査報文ノ絹成等二

関シ著者二助カヲ与ヘラレタル本郡技手小原新大氏

二満腔ノ謝意ヲ表ス。

東京市西ヶ原ノ寓居二於テ

農学博士 関豊太郎

第一章 地形及地質

第一節：地形ノ大要「（一）東部山地、（二）東部

丘陵、（三）北上平地、（四）西部丘陵、（五）西

部山地」、 第二節：岩石及地質系統「 第一項：岩

石ノ大別、 第二項：火成岩、 第三項：水成岩（古

生層•第三紀層•第四紀層）、 第四項：重要岩石

ノ風化産物」

賢治は第1章(~21頁） を担当した。 関教授は「 序

言」の中で「宮沢氏ハ同年五月以降治ク郡内山野跛

渉シ、 拮据勉動同年ノ終リニ至リテ地質図ヲ完成ス
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ルニ至レリ、 著者ハ自己ノ踏査セル結果二照シ多少

之二補修ヲ加工タリ、 而シテ宮沢氏ノ観察卜著者ガ

実地二視察セル事実二基キ本郡地形及地質二関スル

記事ヲ編成シ之ヲ報文ノ第一章トセリ」と述べている。

つまり賢治は、 大正7年4月から調査対象の稗貫

郡内をくまなく踏査して地理的特徴及び岩石地質に

ついて調査し「地質図（草案）」を作成。 関教授自

身も実地視察して、 それに補修を加え「稗貰郡の地

形及地質」（地形ノ大要と岩石及地質系統）の調査

報告書を作成した。

研究科の在学期間は2年で、 修了時には「研究報

文」を作成し指導教官を経て学校長に提出、 成績適

当であると認められた者に研究證書が授与される。

従って、賢治は大正9年5月研究科修了に必要な「研

究報文」を提出したが、 それは第一章「稗貫郡の地

形及地質」に相当するものと考えられる。 その研究

報文の所在は不明である。

第二章 林業卜地質トノ関係

第一節：緒論、 第二節：重要河川ノ流域二於ケル

林相（豊澤川 ・ 瀬川 ・ 葛丸川 ・ 稗貰川 ・ 猿ケ石川

ノ各流域）、 第三節：結論

絹成された地質図は、 農地の土性調資の材料に供

するばかりではなく、 林地を調査し「地質と林業と

の関係」を開明して林業者の参考に資するため、 そ

の趣旨を葛氏に相談した。 その結果、大正7年7月、

林学得業士小泉多三郎助教授に調資が委託された。

小泉助教授は同年内に郡内を巡回して周到な調査を

行い報文を作成した。

具体的には、大正7年7月、郡内の重要5河川（北

上川の支流である豊澤川、 瀬川、 葛丸川、 稗貫川、

猿ケ石川）の流域における「地勢 ・ 地質 ・ 林況（林

相）・ 地質と林況との関係」について調査した。 こ

の時には、 賢治も小泉助教授を補佐するため終始同

行した。 小泉助教授はその時の様子を下記のよ うに

語っている。 賢治自身はこの調壺を通して故郷の林

業や植生について関心を深めたと思われる。

大正8年6月から年末までの間、 稗貰郡の嘱託を

承けた林学士武藤益蔵教授も郡内を巡回し仔細に視

察した。 小泉及び武藤両氏の調査結果をもとに「林

業卜地質トノ関係」がまとめられた。

造林学や森林保護など林学が専門である小泉多三

郎助教授は、当時の思い出を次のように語っている(5)。

《 ・ ・ 林学には岩石や土壌、 地質などの知識がな

くてはいけないということを痛感していましたの

で、 私は宮澤に「君はぼくよ り年は若いが、 先生に

なって、 ぼくに教えてもらいたいものだ」といった

ら、 宮澤はびっくりして「いやいや、 そうゆうこと

はできません」と答えました。

そこで私は、「これこれは、 自分にもわかってい

るが、 こういうことは解らないから教えてもらいた

いのだ」といいますと、「そんならよろしゅうござ

んす」と承知してくれました。 そこで、 私は宮澤に

稗貰郡土性調査には君がプランをたててくれ、 その

通り歩くから、 一緒に歩いて岩石や地質のことを教

えてくれと頼んだのです。 彼は約三週間、 一緒に郡

内を歩くプランを立ててくれました。

. .  第一夜は大沢温泉に泊まり、 第二夜は鉛温泉に

とまって（大正7年7月22日）、 そこらここら、 目

にふれる岩石について教わったのです。 ・ ・ 歩きな

がら、 いちいちこの石はなんだ、 この石は何という、

といった調子で聞きますと、 彼はくわしくうまく説

明してくれます。 ・ ・ 林学と地質学が科学的に一 致

しているということを実験で第一日から勉強したわ

けです。》

第三章 土性及其改良

第一節：緒論、 第二節：土壌ノ分類及其改良、 第

三節：土中ノ養分、 第四節：養分ノ補給

土壌は岩石（母岩）の理学的及び化学的作用（風

化）を受けて様々な風化産物（岩屑 ・ 砂礫 ・ 粘土 ・

水酸化鉄 ・ 腐植質など）を生成するが、 土壌生成過

程には動植物 ・ 微生物など様々な生物が作用し、 有

機物体は分解して腐植質を生成する。 土性調査の基

礎である地質調査は風化産物から母岩の種類や土壌

成分を調べることを目的としているが、 この調査で

は関教授自身が考案した機械的分析法「円筒洵汰装

置」(1) によ り土性の分類（機械的成分：砂 ・ 粗

粘土 ・ 腐植質の含量）を行なっている。 また四要素

（植物養分）として窒素 ・ 燐酸 ・ 加里 ・ 石灰を取り

上げ、 それらの含有量と作物に対する補給 ・ 施肥に

ついて述べている。

施肥の要点は様々な肥料を合理的に併用して土壌

に欠乏する養分を補給して作物の発育を促すことで

ある。土壌 ・ 作物 ・ 気候など多くの要因があるので、

合理的施肥の標準を定めるのは難しい。 同一土性の

区域（土域）の分布を確定し、 各土域に於ける代表

土について理化学的試験を行い、 その性状の長短を

解明し、 その成績を参照にして実地に肥料試験を行

い、 その結果に基づき信頼できる標準を立案するこ

とができるとしている。

第四章 農業卜土性トノ関係

第一節：緒論、 第二節：本郡各町村二於ケル土性

ノ概要「第一：北上川西岸地域（根子村、太田村、

湯口村、 花巻町及花巻川口町、 宮野目村、湯本村、
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八幡村及好地村）、第二：北上
川東岸地域（新堀村、八重畑
村・矢澤村）」、第三節：稗貫
郡東部地域（亀ケ森、大迫町
及内外川目村）、第四節：結論

（附：調査成績表壱拾三面）
関教授は大正5年5月から同

9年12月まで7回にわたり、郡
内各地を踏査観察し土壌250点を
採集し、その中の代表土75点が
理化学試験デ ー タとして調査報
告書に採用された。得られた理
化学試験の成績及び野外観察・
室内実験に基づいて稗貰郡主要
部地質及土性略図（図2)を作成。
それを参照にして郡内各町村の
土壌について農業従事者に資す
るため、その特徴及び施肥法を
記述している。

具体的には郡内を地勢により
3大土壌地域（土域）、即ち北上
川西岸と東岸及び稗貫郡東部に
区分し、それらの土域を13部に
大別、それぞれの土域における
土壌の特性（注： 13表の土性調
登成績）や土性調査成績に基づ
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附
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表1 根子村土性調査成績表（山神諏訪・坊塚は削除）

反 砿 四 砿機 風 下
表

地 耕 採

土 土 械 乾
質

百 要 百 的 土 地
分 分 紐 百 系

應 ツ中 成分
分 )!f 應 素 中 沼 統 別 地

石 加 燐 窒 腐 粗 砂 水 土 硬 礫 深 土 土

植 粘

灰 里 酸 素 賀 土 温 性 度 8 色 性

微
閃

軟 極 淡 壌 沖 畑 釜

゜ ゜ ゜ ゜ 三 .,� , 黄
崖ヽ ヽ ヽ ヽ 四 ノ．

‘ ヽ

酸
五 ヽ ヽ ヽ

少 深 褐 土 租 下ノ�‘ 七 ゜ 四 九 九 五 シ

明 埴 同 無 淡 砂 沖 田 桶
質 灰 質

゜ ゜ ゜ ゜ 二 七
壌 攘 島ヽ ヽ ヽ 三 -= 

ヽ 三 ゜

酸
゜ ゜ 三 ‘ ヽ ヽ

土 A 褐 土 積 廻゜ 四 五 八 七 五 四

弱 黄 瑚 同 淡 埴 洪 同 荻

四
褐 褐゜ ゜ ゜ ゜ 五 粘 撰ヽ ヽ ヽ ヽ

mt � 四 ゜

酸
三 ゜ ゜ ヽ

A 土
ヽ

灰 土 積 堀゜ 八 四 三 七 七

徽 談 同 同 同 填 同 同 宿
黄

゜ ゜ ゜ 五 四
粘 埴ヽ ヽ ヽ ヽ ，，� ヽ 五 ゜

酸
゜ ヽ

五
ヽ

土
ヽ

土 田八 ゜ 四 三 三 /． ' 五；
. 

同 灰 同 同 同 同 同 同 大
色 谷゜ ゜ ゜ ゜ 四

塁 粘ヽ ヽ ヽ ヽ 六

� 
五 q 三

戻
゜ ヽ ヽ ヽ

土 地四 四 七 七 七
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村
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く合理的施肥法、 特に農業従事者が注意すべき要点
を詳細に記している。 代表例として根子村土性調査

成績表（表1)を掲載した。

250点の土壌分析試験は、 賢治と得業士末永延壽
（注：大正8年農芸化学科卒業）によって行なわれ

た。 賢治はその中のほぼ半分(130点）を分析したが、

残りの土壌分析は末永延壽が引き継いだ(6)。

地質及び土性調査の経緯及び賢治の参加

前記したように、 地質及土性調査の背景や意義及

び調資に関わった人物と役割分担については、 関教

授の序言にかなり具体的に記されている。

江刺郡土性調査（大正6年8月）を終え、 得業研

究に取り掛かった賢治は、 大正7年2月23日付けの

父親宛て手紙[46] (注1)で、 得業論文の草稿は

指導教官（古川仲右衛門教授•関教授）に提出し、
3学期末試験 (2月27日~3月7日）は準備万端で

あるとで報告している。

注1 : 文中［］は書簡番号（宮沢賢治全集9書簡）

大正7年に入り、 賢治は関教授から卒業後に研究

生として残ることを内々に勧められた。 賢治は関教

授から卒業後の方針 ・ 希望する職業について尋ねら
れたが、 未だ決めかねている旨返事をしたところ、

「稗貰郡の土性調壺」の依頼が学校にき来ているの
で、 鶴見要三郎と賢治のどちらか1人研究生として

残って貰いたいとの相談があった[43] (大正7年

2月1日）。

大正7年3月に関教授は稗貫郡から「大正7年4
月から3ヶ年計画で稗貫郡地質及土性調査」 を正式
に依頼され、 それを受けて関教授は鶴見要三郎では

なく賢治に研究科に残り、 その調在に参加するよう

要請した[43]。

何故賢治が選ばれたのか。関教授は、在学中の様々
な地質土性調査における賢治の働き、 優れた学力や

知識 ・ 実行力、 真摯な人柄を誰よりも高く評価して
いた。 関教授としては賢治が研究生として残り、

「3ヶ年のビッグプロジェクト」を完成させたいと

の強い思いがあった。

大正7年4月に研究生となった賢治は、 この調壺

に参加し稗貰郡内をくまなく踏査（土性調査 ・ 地形

と地質調査・土壌分析 ・ 林業と地質との関係調壺）、

更に調査報告書の取りまとめに大きく貢献した。 こ
の調査は、 賢治の参加がなければ完結しなかったの
ではないか。

関教授は「士性調査の基本となった地質調査は実

に宮澤氏の義侠心とその実現との結晶と見るべきも

のである。 私共一行の調査に出掛けた際には同氏は

親切に諸事の斡旋をしてくれたのである。」と、 賢
治の調査への貢献を高く評価している(5)。

小泉助教授は「あの調査報告書は、 表向きは関豊
太郎がやったことになっていますが、 実際は宮澤賢

治が（注：草稿）を書いて、 関さんはときどき手を

入れたものです。」と述べている(5,8)。 その真

偽は明らかでないが、 小泉助教授はこの調査で関教

授や賢治の身近で行動を共にしていたので、 彼の証

言には信憑性がある。 何れにしても現地調査や分析

試験及び調資報告書の作成において賢治が深く関
わっていたことは間違いない。

「稗貫郡地質及土性調査」の経緯及びそれに関わっ
た「賢治の姿 ・ 人柄」を的確に捉えているのは稗貰
郡長葛博の「宮沢賢治君を憶う」(2) であろう。
以下その抜粋である。

「私は稗貰郡の郡長時代に関豊太郎先生を煩わし
て郡内農業の大辞典を作り猫の目の様に変る勧業産

業の技師技手に頼らずとも百姓は百姓なりに自分の

耕地に対し適種適肥を自力自成の基礎調査をして安

心して耕農に従事せしめん為め郡内全部の土性検査

を行う事に決し関先生亦非常な御熱心を以って御引

受け下され当時助教授たりし神野先生を連れられ其

の際助手として先生の愛弟子の我が宮沢賢治君を願

いたるに賢治君も亦気持ちよく引受け呉れ第一段の

土性の調査は耕地は勿論早池峰山の頂上より中山峠

のてっぺんまで山林と言わず全部調査を了し小区域

ながら全国に冠絶する調査報告を得申候 山林の方

は主として元農林学校教授たりし小泉多三郎君と賢
治君が担当致し候 雨が降っても火が降っても嫌な

顔を見せず盛り顔で鼻筋の通った少しそっ歯で餅の
好きそうな賢治君頭髪の梢薄く赤味のある髪の賢治
君そして詰標の黒服に下手な巻脚絆の賢治君は何時

如何なる時でもにこ> ヽして居る 賢治君は何処か

競争試験でも受ける様な熱心さを以て而して申上げ

ては先生の逆鱗に触る、恐れあれども何千の学生を

振い上らせた関先生の雷叱に対しても泰然自若たる

度胸以て迎い相も変らずににこヽ、たりて流石の先

生も宮沢君丈は何時怒るか訳が分からんと言われた

る賢治君 尤も賢治君は頭が善くって従順で沈勇で

熱心で誠意でと来るから或は関先生と雖流石に一 号

所の雷叱は放たざりしやも難計＜候

当時花巻時間と称して約束の時間より二時間ぐらい

遅る、事は平気の平左なりし為め時の警察署長笹井

初之進と相談して何とか此の弊を矯める為率先射行

時間の励行を奨める事とし勧誘に努めたるも痩官吏

の提唱等は須央にして行われず遂には二人丈しか励
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行せぬ有様となれり 然るに我が賢治君丈は勿論宴

会等には出席せざるも如何なる時の約束にして約束

の時間前十分には必ず例のにこヽヽの顔を見せ申候

但賢治君に困った事は斯く山野を跛渉して難儀して

土性の調査に従事し乍ら旅費も弁当料も絶体に受取

らず暇で覚えた事で郡の為めに働く事は当然だという

て不相変丸飯持参で働いて呉れるのには余り気の毒

で困り抜き候 勿論手当等は受取らずに終り申候 賢

治君丈けは非難し様と思ったって歯が立ち不申候」

大正7年の賢治の手紙

調査報告書の文面を精読しても、 賢治が参加した

経緯や調資中における賢治の具体的動向や思いにつ

いては把握できない。また当時参加した調壺委員等

がどのような思いで、 何時何処をどの様に行動した

のか。 それを示す資料は殆ど残っていない。 幸いな

ことに、 賢治は本科卒業時から研究科在籍中、 特に

大正7年に数多くの手紙を父親や友人等に書き送っ

ている。 その手紙から「地質及土性調査」に参加し

た賢治の本音・揺れ動く思い、 実験指導補助として

現地を踏査した賢治の動向、 更に将来の進路、 徴兵

検査や職業に対する賢治の願いや迷いなどを窺い知

ることができる。 ここでは多くの手紙の中から「地

質及び土性調査」に直接言及する部分に限定して取

り上げた。

賢治は大正7年（大正7年1月1日～大正7年12

月31日）に全63通(9) (大正8年の武藤宛て手紙

[147] を含めると64通）の手紙を書いている。 その

内、 父親の宮沢政次郎宛て36通(57%)、 保阪嘉内

宛て21通(33%)、成瀬金太郎宛て2通、 その他佐々

木又治・河本義行・細 山田良行・目時政忠宛ては

夫々1通である。

地質及土性調査及び自身の進路や病気に触れた手

紙は：全63通の内の34通(54%)である。 内訳は、

宮沢政次郎宛て36通の内の25通(69%)、 保阪嘉内

宛て21通の内の6通(29%)、 その他4人(6通）

の内の3通(50%) である。 これらの数値から、 大

正7年には賢治が如何にこの調査に熱心に取り組ん

だか、 賢治の真摯な対応が伺える。

保阪嘉内宛て手紙「昨日にて本郡の地質調壺は全

く完成仕り候 今後は唯一 週間の出校を要するのみ

にて有之他は当地にて当分質屋廃業の残務に手伝ふ

積りに御座候 大正七年九月二十七日」 [88]から、

賢治自身が直接担当した調査は9月26日で終了して

いることが分かる。

大正7年末から大正8年に入ると文面は急変し、

父親に宛てた手紙は殆ど妹トシの病状に関するもの

である。 日本女子大学在学中のトシは大正7年12月

20日に発熱、 永楽病院（東京帝国大学医学部附属病

院小石川分院）に入院したため、 12月26日朝方、 賢

治は母イチと急ょ上京しトシの看病に当たった 。 翌

大正8年1月15日、 トシの容態が安定したため母イ

チは帰花し、 賢治は引き続き在京。 3月3日にはト

シは母親に付き添われて帰花。 父親宛ての手紙は、

大正7年12月26日付 [96]から同8年2月6 B付

[142]まで実に46通にもなる。 内容としてはトシの

病状を詳細に報告したものであるが、 注目すべきは

東京での新規事業の提案である。

地質及び土性調査に対する賢治の対応と評価
こそ

賢治は研究科に残りその調査に参加するが、 必ず

しも自ら望んではいなかった。「小生は之を望み兼

ね申し候 研究科には残り候とも土性の調査のみに

ては将来実業に入る為には殆ど仕方なく農場、 開墾

等ならば免に角差当り化学工業的方面に向ふには全

く別方面の事に有之候」、「仮令研究生として残るに

ても膠状化学、 有機化学ならば兎も角全体土性調査

のみにては研究とは名のみにて単に分析及び調査に

過ぎ申さず候」[43]。

このように賢治は、 地質及び土性調壺を「単なる

分析及び調査」「単純な仕事」に過ぎず、「自分の願

う方向とは全く別方向」であり「研究· 学問」では

ないと批判的にみていた。 しかし「研究科の事は如

何様にも御取りきめ下され家に帰りて働けとならば

それにても宜しく御座候」、「一年足らずの間のみ学

校に残る事と致し下され度＜候」[48]と父親と相談。

最終的には賢治は父親の意見に従い、 当所は乗り気

ではなかった研究生として残り調査に参加すること

になる[45,46]。

しかし、 賢治は徴兵検査の事 [43,46,48] もあり、

その合否によっては土性調査への参加など今後の方

針・活動は不確定であると考えていた[43]。 色々

と迷いがあったが、 結果的には「御陰にてあちこち

満足に進行致し殊に小生は自由に研究も手伝も為し

得る訳にて誠に有難く御礼申し上げ候」[46]と、

研究生として土性調査へ参加することに満足し感謝

していると述べている。

賢治は地質及び土性調査を「ネガティブ」に認識

していたが、 この土性調査が結果的に稗貫郡大地の

理解に役立ったことは意義深い。 亀井(7)は、「稗

貰郡の調査は我が国のペドロジ 一 分野に大きな影響

を与え、 調資自体に学問的意義がある。」とし、「賢
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治は、 当時ー地方である稗貰郡の土性調査が、 我が

国の 農学や土壌学発展に重要な意味をもってくるな

ど予想もしていなかったであろう。 結果的には賢治

は我が国の土壌学発展 （注：稗貫郡土性調査は農学

会法制の原点）に貢献していることになる。」と論

評している。 この様な評価は賢治自身想像もしてい

なかったことである。

土性調査は、 確かに単純な調査であり同じ事を繰

り返す分析試験であるが、 責任感が強く何事にも誠

心誠意に取り組む賢治のこと 、 一 度引き受けた調資

については最後まで全力でなし遂げた。 調査対象は

賢治の故郷であり、 そこを調査した体験は、 賢治自

身にとり役立ち、 後々の生き方に大きな影響を与え

たことであろう。

手紙からみえる地質及び土性調査における賢治〉ェエ—:::::...= 二� -, . .-.. � • ,;:; � 

＊研究生・実験指導補助及び現地調査

大正7年、調査中に書いた多くの手紙は、 研究生

及び実験指導補助として調査に参加した時の 賢治の

思い及び現地調査の具体 的足跡を示す重要な資料で

ある。 大正7年4月108に地質及び土性調査が始ま

り、 5月10日には盛岡高等農林学校実験指導補助を

嘱託される。 賢治は6月17日から土壌分析[70] に

取り掛かり、 9月26日[88] まで稗貰郡全域にわたっ

て調査を行なった。

＊徴兵検査

徴兵検査(4月28日）の結果、 第二乙種で兵役免

除となる[58]。 兵役免除は賢治の人生にとって重

要な意味をもつ。 徴兵検査の結果次第では、 研究生

として調壺への参加をどのようにするか様々なこと

を思考していた[43]。 兵役免除になったので、「五

月の一日からは又歩きだします。 その旅先からは毎

日御便りを致しましょう。」と保阪嘉内に書き送り、

吹っ切れたように歩き出した[58]。

＊五万分ー地形図の花巻号

賢治は、 大正7年5月19日、 葛の渡しを経て権現

堂山を越え、 廻館山を廻り亀ケ森八幡館に出て 、 更

に大迫に行き当地に宿泊した。 翌日は石鳥谷までの

街道に沿い調査し明後日夕方帰花する予定とし 、明

後日(5月21日）で「五万分ー地形図の花巻号」は

大体調査済みであるとしている[62]。

地形園（図3)は、 賢治直筆の花巻付近地質調査

図（平成25年9月12日の岩手日報に関連記事が掲載）

である。 図3は右側の一 部分で 、 地質に応じ絵の具
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医3 五万分ー地形図の花巻号
賢治直筆の花巻付近地質調査図

（彩色原図 ・ 大正7年）の一部
岩手県陸中国（紫波郡 ・ 稗貫郡・和賀郡）地図

（大日本帝国陸地測量部：大正5年5月30日発行）
（農業教育資料館所蔵複製図：沢井敬ー氏寄贈）

で彩色され、 また 賢治が欄外に記入した鉱物名

[quartz porphyry (石英班岩）、alluvium (沖積層）、

andesite (安山 岩 ）、 p eridotite (檄橙岩 ）、

agglomerate (集塊岩）など］が見られる。 現存す

る貴重な彩色原図である。

＊地質調査と土壌分析の終了

「来週から郡から届いた土壌の分析にとりかかる

予定である」と父親に知らせ[69] (6月11日）、 予

定通り土壌分析に取り掛かる[70]。 土壌分析及び

現地調査について 次のように 見当していると記述

[71] (6月20日）。

「朝七時半登校 夕 五時半～六時に実験室を去

りて今月より7月 一杯、 十 一月及十二月の中旬迄、
一月を以て土壌分析を終了。 八月中二十H間紫波郡

地質調査 、七H間小泉助教授と共に山地森林立地調

査 、 九月十月中に四十日間紫波郡地質調査、 その他

は全て化学実験室手伝」との予定をたてる。

9月21日夜大迫の 石川旅館に泊った 賢治は、 父親
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宛て手紙[85] で、22日以後の早池峰方面の予定を
知らせている。「二十二日。大迫 ー 立石 ー 鍋屋敷 ー 岳。
二十三日。岳 ー 早池峯山 一 七折滝 ー 岳。二十四日。
岳 ー 天王 ー 覚久廻 ー 狼久保。二十五H。狼久保。久
出内。名目入 ー 長野峠、折壁峠 ー 折壁。二十六日。
折壁覚久廻 ー 小呂別 ー 黒沢 ー 大迫」

賢治は予定通り単独での調壺を進め、9月27日に
は完成して帰花するが、途中で父親に「身休に異状
も無之御安心奉願候」[86,87] と健康状態を報告し、
保阪嘉内にも 「昨日(9月26日）にて本郡の地質調
査は全く完成仕り候」[88] と知らせている。

早池峰周辺の調査で賢治は54点以上の岩石を採集
しているが、大部分は紛失。現在4種6点の岩石標
本「蛇紋岩（写真1)・はんれい岩・閃緑岩・檄概岩」
が残されている(6) 。

霞璽紬

� 

写真1 賢治が早池峰周辺で採集した蛇紋岩標本4種
類6個の岩石標本が保管されている。

「来年一 月を以て土壌分析終了」との当所の予定
より早く終了したが、賢治は 「今年から来年四月迄
は自分の研究等は出来なくなるが、来年四月に至り
候とも全く何の仕事に従事すべきや見当附かざる次
第に御座候 」と、調資終了後「来春四月以降何の仕
事をすべきか分からない。」と将来に対する迷いの
心境を覗かせている。

＊苦手な化学分析実験
賢治は化学分析が苦手で度々実験に失敗する状況

を告白している。「関教授の実験室で土壌分析に入っ
たが、従来の化学分析法とは全く異なり、その上今
年四月以来早く自分の仕事に従事したいとの思いか
ら分析実験を急ぎ心に入らないため、失敗すことが
多い。例えば天秤皿に硫酸をこぽしたりガス栓を閉
じないなどである。」「先生にその事情を総て話し且
つ失敗のお詫びをした。」[71]。

保阪嘉内宛て手紙[74](6月20日前後）で、そ

の様子を書き送っている。「私は今一 つの務を果た
す為に実に実に陰気なびくびくものの日を送ってゐ
ます。..関さんの実験室で郡の土壌分析をしてい
ます。ひどい失敗ばかりして居ます。私の様なぼん
やりはとても定量分析などの様な精密な仕事をする
資格がありません。それでも今止める訳には行きま
せん。五六十の土壌は今年中に分析しなければなり
ません。この実験室は諸仏諸菩薩の道場であります。
私にとっては忍辱の道場です。」

賢治にとって「実験室は忍辱の道場であり、精密
な分析試験の資格はない。」と自身を責めているが、
「それでも今止める訳には行きません。五六十の土
壌は今年中に分析しなければなりません。」[74]と、
約束した仕事は最後までやり遂げるとの賢治の決意
が感じられる。

＊地質及び土性調査参加の疑問：退学と実験指導補
助の辞退
単純な仕事であり、また精密な定量分析が苦手で

度々実験に失敗することから、当所から抱いていた
研究課題に対する疑問や迷いが生れる。「自分勝手
なる様に御座候へども実は土壌の化学分析なるもの
は形式的のものにて大したる効果無之ものなる為私
には全く無駄仕事の様に思はれ候次第に御座候 」と、
土壌分析は形式的で何の効果もなく無駄な仕事であ
るとの思いが再び忍びよる。

「早く林の中か海浜かにて静なる職業に従事しとし
子の保養等も出来る様致し度き候。若し成る事なら
ば本年末迄に予定の仕事を総て終へて一月よりは諸
方工場の見学等に歩き度き旨申し候」[71](6月208)。

そこで賢治は関教授に退学を申入れたところ、「若
し家事上の都合止むを得ざるならば何時学校を去る
も敢て止めざるも単にー ニヶ月を急ぐならば再考を
求むるの由に有之候」と教授から退学を思い止まる
よう説得される [71](6月20日）。

賢治は若し自分 ー存で決めるならば「稗貫郡の本
年の予定の仕事の終り次第学校を去る事」「実験指
導補助なる辞令を八月限り辞退する事」と内々に決
めていた。しかし、今退学すれば稗貫郡の調査自体
が中止になると聞かされ、一定の条件（一部の調査
と調査報文を書くとき一 週間の出校）で化学分析を
除いた調査を継続することになる [73](6月24日）。

lヶ月後の7月20日、賢治は正午近く関教授宅を
訪問、家事を見るため4日以上も引き続き外出する
ことは不可能であるので、再度退学を申入れた[80]。
しかし関教授から「調査は途中であり調査報告書を
まとめる仕事もある。」 と説得され、結局「今回の
関先生との約束のみは宅の都合の許す限り果し得る
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様奉願候」と仕事を継続する積もりであると決めた。

途中で止めると「稗貰郡は誠に気の毒なる次第に

有之遂に次の昨日御許可を得たる処を提出して尚今

後も続くる様頼み置き候」と考え直し、「本年中に

北上川以西の調査、 北上川以東の大体の調査、 調査

報文、 調査報文を書くとき一 週間の出校」と具体的

な日程を立てる [80]。 しかし「医師が私の踏査を

許すや否や明ならざる旨は申し置き候」と病気（肋

膜） も考慮しなければならないとしている。

大正7年8月24日、 賢治は願いにより実験指導補

助を解かれる。

＊肋膜の診断と調査の継続

「実は数日前より胸痛く岩手病院より薬を受け居り

候由に御座候 昨夜肋膜（注：結核の始り） の由承

り菊地医師の診察を乞ひ候様勧め候処 ・ ・ 突然病名

を御聞き下され御心配の御事と存じ先は右迄申し上

げ候」[73](6月24日）。 このように父親に報告する。

同医師から「山を歩くことなどは止めよ」と云われ

たので関教授に相談したところ、 大正 7 年 6 月30日、

関教授の紹介で鈴木医学士の診察を受け、「肋膜で

はあるが歩いても、 また今の分析も差支ない。」との

診断を得て、安心して調査を始める[77] (7月1日）。

「夏休み前の分析は大抵七月二十日には終り申すべ

＜候間次に山に出づる前十日前位はうちにて休み申す

べく.. 」と調査の前に10日間ほど休息したいと願い」、

また「仮令病気となりても只今の仕掛けたる仕事のみ

は幾分結末を着くるを要し候」[77] と、 病気でも仕

事は最後までやり遂げる覚悟であるとしている。

保阪嘉内には「肋膜が完治したので山に入る」[78]

と知らせ、 下記に記すように林学科の小泉助教授と

林相の調査を始める[79]。

＊小泉多三郎助教授との調査

保阪嘉内宛て手紙 [78] (7月17日） では、「私

は先日 ー 寸肋膜が悪いと云はれて居ましたが今は

すっかり治りました。 明々後日(7月19日） から林

学の小泉さんと又山へ行きます。」と知らせている。

小泉助教授と森林と地質との関係を調べるため入

山する計画を立て、 7月19日迄は盛岡で分析に従事

し、 20日朝方小泉助教授と花巻へ行き、 当日鉛温泉

に至る途中の林相を調査して鉛温泉に宿泊した。 そ

の後、 7月21日~28日までの日程と東方面の調査場

所について具体的に記している[78] [79]。

7月25日には石鳥谷停車場で保阪嘉内宛ての手紙

[83] を書いている。「今石鳥谷から東の方の山へ人

る処で一寸林学の小泉さんを待ち合せてゐる中に又

お便り致します。 私は先日肋膜がどうもエ合が悪く

なりさうだから山歩きを止めろとの医者の勧め ・

とにかく予定の地質調壺丈はするつもりです。」

＊賢治が願った職業：就活と迷い

既に述べたが、 賢治は卒業（大正7年3月） を控

え、 将来の進路・就職について具体的に決め兼ねて

いた。 将来何をすべきか。 研究科に残るのか。 関教

授の要請に応じるのか。 就職するのか。 どのような

職種なのか。 新規事業を起すかのか。

地質及び土性調査に参加した時期（大正7年）に、

賢治は父親と親友らに宛て数多くの手紙を書いてい

る。 それらの手紙から将来に対する様々な思いや揺

れる心が読み取れる。 父親と相談した結果、 研究科

に残り関教授から要請があった「稗貰郡の地質及び

土性調査」に参加することになる。 しかし、 必ずし

も賢治自身が研究生としてその調査に携わる積極的

な気持があった訳ではない。

研究生となり調査に参加した賢治は、 熱心にまた

責任感を持って現地調査や土壌分析を行なった。 し

かし賢治は別の方向も見ていた。 つまり調壺や土壌

分析は、「無意味で心神を労する仕事である」と否

定的に捉え、 調査しながらも心中では将来の仕事に

ついて様々に思考していた。

大正7年2月[43] [45]には、既に「研究科に残っ

ても土性調資のみで将来の実業には殆ど役立たず、

化学工業的方面とは別次元である。 化学工業的仕事

であれば増設された工業化学の新科目を受け、 また

多くの書籍で勉強し、 林産製造では林学の上村教授

の指導も受けられる。」と化学工業や林産製造の仕

事を考えていた。

5月の徴兵検壺の合否で状況が変わり、「合格な

らば11月迄学校で勉強し、 又は花巻の飴製造工業の

下地位を作り置き12月より入営、 不合格ならば6月

迄土性調査を手伝い、 7月頃よりは沃度製造或は海

草灰の製造、 或は木材乾溜乃至は炭焼業に着手した

い。」と言及している [43]。

4 月10日 [52] から現地調査に入り、 毎日学校の

仕事をしているが、 6月になると「早く林の中か海浜

で静かな職業に従事しとし子の保養等も出来る様に

したい。」「春迄には何かの仕事の仕度らしき処迄参

り、 来年四月一杯を何卒その仕事の支度に宛てたい。」

[71] [72] (6月22日） と今後の希望を述べている。

賢治は今まで地質や鉱物を勉強してきたので、「地

に関係ある則ち岩石や鉱物等を取り扱いたいが、 そ

の仕事は山師的なので職業とはしたくない。」と考

え、「定職があれば副業としてセメント原料の採掘

販売とか石灰岩や石材を販売とか、 また小規模工場

で出来る精練のような仕事も可能である。」[72]と
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して、「本県内で充分産出の見込め興味がある土石」
を多数列挙している。その内容は、石灰岩 ・ 大理石 ・

珪藻土 ・ 陶土など22項目、 ウラニウム ・ 錫 ・ 白金 ・

イリヂウム ・ 砒素など14項目にも及ぶ。「炭焼の煙
より薬品の分離が可能であるが、 その場合でも炭を
焼いている所（炭焼窯） の煙を借用するのが最も得
策である。」とし、「上有住村の目時政忠氏[91] と
契約して煙を買うのが最便利である。 若しそれが不
可能な時には花巻近くの製材所の鋸屑を買ひ集めて
薬品を製造する事もできる。」と具体的な作業行程
を考えていた（大正8年10月16日）。

賢治は「岩手病院で肋膜と診断されたこと」を父
親に矧らせたが、 その手紙の中で将来やりたい職業
について詳細に記している [73] (年6月24日）。「可
成は花巻の町にて店を開かざるも差支なき様の商売
無之候や」「砂金の売買とか諸工業原料の中央に対
する売拡等の事であれば私には都合よい。 例へば耐
火粘土等は志戸平附近から台に至る方面に多く分布
し、 又新堀村葛坂附近には美麗な青色の雲母を含ん
だ粘土があり壁土（装飾用）の原料として有望である。
或は大理石や石絨等の売買は決して不利ではない。」

「今後の化学工業（主に電気事業） の発達、 合金
等を研究する金相学の発達に依って本県諸鉱山の鉱
滓の買人等も有利な事業となる。」、 更に「石灰岩の
山の売買について、 紫波郡では価格が高いが気仙沼
等では林の価格で買える。」と様々なアイデアを出
している。 これらの文面から賢治が地元岩手の地質
学的特徴を充分把握していることが窺える。

「今一 申し上げ候は何卒斯かる職業を御経営下さ
れ候御積りならば ・ ・ 私をば何卒技術員として御利
用下され候様願上候 実は右の事業にて御陰を以て
一人前と相成候はば東京へ参りて（十年や十五年後
にても宜しく候） もう一辺語学（それ迄には独逸語
は卒業致すべく候） や数学を勉強致したく存じ候」

このように賢治は父親に「提案した職業を経営す
る積もりであれば、私を技術員として用いてほしい。
一人前になったら十年や十五年後でも上京して語学
や数学を勉強したい。」[73] と述べている。

賢治は在京中 [113,114]、 東京での様々な新規起
業を提案している[131] (大正8年1月27日）~ [133] 
(1月29日）、 [135] (1月31日）、[137] (2月2日）。

色々な鉱物合成について調べ、 東京での製造事業
は様々な根拠から充分成立することを父親に相談し
ている [131]。「この仕事を始めるには只今が最好期
であり、 宅（注：花巻） へ婦りて只店番をしてゐる
のは余りになさけなきこと」。 家業の質屋兼古着店の
店番をいやいやながらしていた賢治の心境であろう。

翌日の手紙 [132] では、「昨日の御願を突然にて

或は御心配かとも存じ候」と詫び、「先ず間に合ふ
仕事にて生計を立てながら次第に望む所へも向ひた
い。」と考え、「模造真珠等の製造 ・ えり止 ・ 指環用
の装石の研磨販売等」をリストアップしている。

トシの退院の見通しが立ったことを父親に伝えた
後、 仕事の話しに移り「人の雇用、 収支計算、 仕事
の順序方法等の画策、 借家等」について具体案を立
てるのには暫く時間を要するとしている[133]。「大
道の露天商人をも致すの覚悟に御座候。 一生それに
て終わればとて私丈は不平とても無之と覚悟し置き
候」「露天商人で一生終わっても構わない。」兎に角
上手く行かなくてもやりたいとの賢治の思い詰めた
気持が感じられる。

トシの退院許可がおりたので、 早速仕事に掛かり
たいと前置きし、 その方法を詳細に記載[135]。 第
一期：飾石、 宝石及び印材の研磨。 金属部を買入れ
てネクタイピン ・ カフスボタン ・ 指環等の製造。鍍金。
砂金。 第二期：鉱物合成、宝石飾石改造、絵具の製造。
第一期で一 定の収入があれば、 第二期の仕事に入る
とし、 必要な資本金についても言及している。

トシの退院後、 帰花するか保養地に行くかなど父
親に相談し、 その後自分の願っている仕事「宝石の
人造」について更に詳しく記している。「宝石の人
造を研究実験し営利的に製造できる様にするために
は、 建物や研磨器など様々な設備と資本（建物を除
いて一千円） が必要ある。」「机上の考えは経済 ・ 技
術両面共ここで述べた様に運びたい。 失敗もよき学
問である。」としている。 最後に「しくじりても宜
しく候間何卒一つしくじらせる積りにて仕事に掛る
様御許し下され度候」[137]。 賢治は、 仕事が失敗
しても仕方がないが兎も角仕事に取り掛かるので許
して下さいと父親の判断を求めた。 しかし賢治が提
案した仕事は、 全て机上のプランに止まり実現する
ことはなかった。 但し不思議なことに、 唯一 「石灰
岩の利用」（東北砕石工場技師時代） が賢治最後の
仕事となる。

＊学友らとの交信

賢治は、 大正7年調査中に学友の保阪嘉内 ・ 佐々
木又治 ・ 河本義行 ・ 成瀬金太郎に手紙を書いてい
る。 中でも保阪嘉内宛のものが多い。

最初の手紙は佐々木又治宛で [54] (大正7年4
月18日）、 未だ雪が消えない山や渓流を毎日毎日難儀
して歩いている様子を知らせ、 更に前年に江刺郡土
性調査を一緒に行なったことを懐かしく語っている。

保阪嘉内には、 賢治は「旅先からは毎日御便りを
致しましょう。」と約束し、 自分の置かれている状
況や調査に対する思いを、親しく率直に伝えている。
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徴兵検査(4月28日） で兵役免除になったので、

5月1日からは又歩きだし[58]、 また地質図作成

について語りかけ、「私は地質図だけをつくるので

五万分の一地形図五枚へまたがって調査をするので

す。 仲々こんで居るかはり出来あがると美しくて面

白いやうです。 その面白さは色々の感情から組み立

てられ居ます。」[63] (5月19日）。 このように賢治

は地質図に込められた心情を「地質図作成は色々の

感情が込められているので面白く美しい。」と壽内

に語っている。

研究生としての「稗貰郡地質及び土性調査」は賢

治にとっては「古里に対す一つの務め」であり、 そ

れを果たすために毎日を過しているが、 陰鬱な気持

ち、 失敗ばかりの土壌分析、 ほんやりな自分、 精密

な仕事をする資格がないことを打ち明けている。 そ

して「この実験室は盛岡の北の隅（注：多くのお寺

がある北山地区寺町） にあるのではなく、 諸仏諸菩

薩の道場 ・ 忍辱の道場である。」とまで言わしめて

いる。 それほど土性調査は賢治にとって苦渋であっ

たのか[74] (6月20日）。

7月17日[78]には「肋膜はすっかり治りました。

明々後日から林学の小泉さんと又山へ行きます。」と

書いているが、 7月25日 [83] には、「私は先日肋膜

がどうもエ合が悪くなりそうだから山歩きを止める

ように云われ、 これから先とても私には労働らしき

ことはできません。 一昨日も歩きながら胸が苦しく

て仕方がなかったのです。」と肋膜の再発を訴える。

そんな状況でも賢治は調査を続行、 9月26日のタ

方早池峰山附近の地質調資を終え、 それを以て稗貫

郡の地質調査は全く完成し、 他にやることは「当分

質屋廃業の残務に手伝ふ積りである。」としている
[88] (9月27日）。

河本義行[84] (9月3日） には、「久しく御無沙

汰致しました。 私は又歩きはじめてゐます。 今は毎

日谷を上ってゐます。」と、 毎日元気に山野を踏壺

していることを知らせている。

成瀬金太郎は盛岡高農卒業直ぐに南洋東カロリン

群島ポナペ島に渡り南洋拓殖工業会に就職。 賢治は

成瀬金太郎が盛岡を立つ時、 見送りに間に合わな

かったことを「誠二残念二存ジマシタ」と詫び[55]

(4月18日）、 翌年4月15日にも成瀬宛て葉書を書い

ている[143]。

＊地質及び土性調査に関する最後の手紙と最終調査

花巻にいた賢治は林学科の武藤益蔵教授宛ての手

紙を出している[147] (大正8年7月2日）。 稗貰

郡士性調査に協力していた武藤教授は、 地形図の取

り寄せを賢治に依頼していた。 賢治は依頼されてい

た地質図の作成が、 地形図の品切れのために遅れて

いることを詫び、 今しばらくの猶予を請うている。

この手紙が調査に直接関係する最後となる。

賢治の研究科修了は大正9年5月20日、 関教授の

退臓は同年7月26日である。 保阪壽内宛て手紙（大

正9年8月14日）[168]では「 ・ ・ 盛岡の関先生が

今度学校をおやめになりました。 二十日頃出京なさ

るさうです。 暫らく西ヶ原で火山灰の研究をやると

い云ってゐられました。」と関先生の動静を知らせ

ている。 更に賢治の健康を心配している父親には、

大迫町の石川旅館(8月27日） [170] から「昨日タ

景無事着迫仕候 身体其他全く御心配無之候 今明

両日当地附近調壺明後小山田を経て帰花可仕候 尚

喰物の儀重々御心配御無用に御座候」と報告してい

る。 同年9月4日[171]、 花巻に戻った賢治は保阪

壽内に「関さんにはもうお会ひになりましたか ・ ・

この間は5日ばかり関さんに随いて大迫の附近煙草

の畑の中を歩いて来ました 少々加減が悪くていけ

ませんから今日はこれで失礼します。 御健康を祈

る。」と近況を知らせている。

この手紙から、 早池峰山局辺の調査は、 関教授の

退職B (大正9年7月26日） 以降の8月末(8月26

日から4~5日程度） まで行われたことが分かる。

関先生は退職後も盛岡に来て調査を継続していた。

既に研究科を修了した賢治は関先生の調在に随行し

たと思われる。

ふ地質及び土性調査の終了と報告書の作成

賢治が担当した調査自体は、 保阪嘉内宛の手紙

[88〕に「地質調査完了、 今後は一 週間出校を要す

るのみ」と書かれているように、 大正7年秋(9月

26日） に予定より早く終了した。

賢治は、 大正9年5月20日、 研究科を正式に修了

し、 関教授から助教授の推薦があったが父親とも相

談し辞退した。 関教授も大正9年7月26日付で退職

し、 東京西ヶ原農事試験場士性部に転出した。 調壺

は関教授の退職後も、 大正9年12月頃まで継続され

た。 地質調裔や分析で得られたデ ー タをもとに、 賢

治が草稿（注：小泉助教授の証言による） を書き、

それを在京の関先生が加筆 ・ 修正し「稗貰郡地質及

士性調査報告書：大正11年1月付」を作成、 稗貰郡

役所に提出した。

調査報告書（草稿） の作成と本稿の発行を機に、

賢治は大正7年4月から大正9年5月までの2年間

に及ぶ調査から解放されることになる。 賢治は「今

回の調査や土壌分析は無意味・無駄な仕事である。」

と批判的に繰り返し述べているが、 その思いとは裏
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腹に最後まで責任をもって調査に取り組んだ。 研究

生として故郷稗貰郡の地を調査した体験は、 その後

の賢治の人生にとって無意味 ・ 無駄ではなかったと

云えよう。

稗貫郡地質及び土性調査後の賢治

「地質及び土性調査」に関連する多くの手紙から、

研究科に残り関教授から依頼された調査に取り組む

賢治の行動や給藤が読みとれる。

賢治は関教授の要請で引き受けた士性調査に取り

組んだが、 その根底にあるものは何か。 一つは賢治

の故郷稗貰郡の大地が調査対象であったことであろ

う。 賢治は愛して止まない郷里イ ー ハト ー ブの山野

を踏査し、採取した土壌分析に最後まで取り組んだ。

そこには「賢治の人柄」 が見られる。

その一方で、賢治は将来何をすべきか、将来の職

業についてもあれこれと思考し迷っていたことも事

実である。「化学工業や林産製造」「飴製造工業」「沃

度製造 ・ 海草灰の製造」「木材乾溜 ・ 炭焼業」「セメ

ント原料の 採掘販売」「石灰岩や石材の販売」 「県内

で産出する土石類の製錬」 「砂金の売買」「壁土の原

料や大理石 ・ 石絨等の売買」「石灰岩の山の売買」「模

造真珠等の製造 ・ えり止 ・ 指環用装石の研磨販売

等」「宝石の人造」「鉱物合成」「絵具の製造」「人の

雇用」「具体的な方策」「借家建物や設備」「必要な

資金」 など驚くほど具体的かつ詳細に記している。

しかし賢治の思い描いたことは叶うことはなかっ

た。 賢治が実際に辿った道は、農学校教諭．羅須地

人協会 ・ 東北砕石工場技師であり、本人の思いを越

えた「運命的な生涯」であるように思える。

賢治は、大正10年12月3日、稗貰郡立稗貰農学校

（大正12年4月県立花巻農学校）の教諭に就任した。

そのきっかけは賢治自ら切望しことではなく、稗貫

郡長葛博と農学校校長畠山栄 一郎が賢治を教諭に推

薦したことによる。 農学校では盛

岡高等農林学校で修学した幅広い

学問（農学 ・ 農芸化学 ・ 林学など）

や地質土性調査の経験が大いに役

立つことになる。

賢治は保阪嘉内に「来春はわた

くしも教師をやめて本当の百姓に

なって働きます いろいろな辛酸

の中から青い鉦菜の毬やドロの木

の閃きや何かを予期します わた

くしも盛岡の頃とはずゐぶん変っ

（大正14年6月25日）、また斉藤貞 ーにも「わたくし

も来春は教師をやめて本当の百姓になります。」と

手紙を書いている[208] (大正14年6月27日） (10)。

その言葉通り、翌年春（大正15年3月31日）、賢

治は農学校を依願退職、羅須地人協会をはじめ、農

民のための肥料設計や農業指導を行なった。 賢治は

盛岡高農1年生の時に 「冷害や旱害で飢餓に苦しむ

東北の農民の事を苦にして、 如何にしてこの冷害か

ら救うべきか、旱害防除対策はどうするか」親友高

橋秀松と論じ合い、その実現を約束したという(13)。

「本当の百姓」 になりたい。 賢治の 「農」への思いは、

既に盛岡高農時代に賢治の心中にあった。

昭和4年の春、 東北砕石工場主鈴木東蔵が賢治を

訪問 した。 鈴木東蔵の住む山稜に豊富にある石灰岩

を粉末にして加里肥料を加えた合成肥料を製造 ・ 販

売したいとの意向であった。 賢治は石灰岩の利用に

賛同し、昭和6年2月21日、東北砕石工場（鈴木東

蔵）と契約書（嘱託）を交わし、 その後は石灰岩末

の製造 ・ 販売 ・ 普及に当った (5.12)。

賢治には盛岡高農在学中に一つの願いがあった。

それは、関教授の希望でもあった「石灰岩（炭酸石

灰）による酸性火山灰土壌（黒ボク土）の改良」で

ある。 また賢治は得業論文の中で「石灰による岩手

の不良土壌の改良策」 に言及し、農業上の問題も意

識していた。このように関教授や賢治の願いであり、

賢治が手紙 [73]でも触れたことがある「石灰岩に

よる土壌改良」「石灰岩の販売」「石灰岩の山の売買」

が、思わぬかたちで生涯最後の仕事として実現する

ことになる。

農学校教諭．羅須地人協会 ・ 東北砕石工場技師と

云う賢治の生涯。 その根元にあるものは何か。 それ

は盛岡高等農林学校に繋がり、特に恩師関豊太郎教

授（写真2)との避遁である。 賢治は東北砕石工場

技師に就任するときに、関先生に便箋3枚にわたる

手紙を書いている（図4,5)[301](昭和6年2月25日）。

賢治は関先生に、「砕石工場技師を引き受けても

てゐます ・ ・ 」と心境を述べ[207] 写真2 晩年の関豊太郎先生
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よいか伺い、工場の状況を報告し、石灰岩末の粒度
などについて教え を請うている。」(11)。 手紙に は
返信用葉書「引き受けるべからず 引き受けてよか
らん」 （一方選択抹消）を 同封した。 これに対して
関先生から3月5日付けの返事が賢治に届いた。 関
先生は「小生の宿年の希望が実現しかヽったの を喜
び ます。」「遠慮なく着々実行されよと返事 をして置
いた。」と返信している (4,1 1)。

《筆者（注：関豊太郎）は盛岡に在職中、附近に
酸性土の多いのに寒心し、頻りにその矯正 を勧誘し
た （大正の中ごろ）。 岩手県 「農試」の江住氏も著
者に共鳴し数多くの実績を挙げた。 幸ひ、近くに大
迫の石灰山があり、石灰窯も若干あった。 筆者 は附
近の使用料として石灰岩末の調製を勧めておいた。
その当時は殆ど反響はなかったが東京へ移つてから
数年後（大正の終り）に、花巻の宮澤氏から、「貴
下の宿望であった石灰岩末の使用がよほど弘 まつて
来て、 隣県からも続々注 文がある。」といふ報知を
得て、 内心喜んだ。 宮澤氏 は 「盛岡高農」の出身者
であって、私財を榔つて郷里の農事改良に盛痒し、
没後「童話」で頗る有名になった鬼オでる。》(3)

関先生は、東北砕石工場技師となり石灰岩末の利
用普及に務めている賢治の働きや優れた才能を称賛
している 。 関先生は賢治の生涯に深い感化を与え、
また賢治 は関先生を生涯学問と教育の師として尊敬
し信頼していた。賢治が亡くなる直前に発表した（昭
和7年3月：児童文学）「グスコ ー ブドリの伝記」は、
正に賢治自身が歩んだ生涯と重なるように思える。

1)粗粘土淘汰法の改良に就て：関豊太郎、盛岡農
芸会報2、41-59 (明治42年）

2)宮沢賢治君を憶う：葛博、草野心平絹「宮沢賢
治研究」、十字屋書店（昭和14年9月）

3)土：関豊太郎、 誠文堂新光社、150-151 (昭和
19年2月）

4) 宮澤賢治氏に対する追想：関豊太郎、宮澤賢治
研究、筑摩書房、234-235 (昭和33年）

5)年譜宮澤賢治伝：堀尾青史著、中公文庫、131-
134、371 (平成3年1月）

6)石っこ賢さんと盛岡高等農林一偉大な風娯画家
宮沢賢治ー：井上克弘、地方公論社、10- 16 (平
成4年5月）

7)宮沢賢治の‘‘稗貰郡地質及び土性調査”参加の意
義：亀井茂、宮沢賢治研究Annual第2巻、249-
262 (平成4年）

8)宮沢賢治全集g: ちくま文庫、60-61 (平成7年2月）
9)宮沢賢治全集g: ちくま文庫、57-201 (平成7年2月）
10)宮沢賢治全集 g : ち く ま 文庫、288-289 (平成

7年2月）
11)宮沢賢治全集g: ちくま文庫、396 (平成7年2月）
12)宮澤賢治と東北砕石工場の人々：伊藤良治、 国

文社 （平成17年3月）
13)同窓生が語る宮澤賢治(22): 北水会報第137号、

8-28 (令和元年8月）
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図5 賢治が関豊太郎先生に宛てた手紙
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